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※計は特別支援学級を含む｡

統合した場合の生徒数の推移
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※計は待別支援学級を含む｡
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金江津中学校
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爛鶉錘等質問鰭
8月8日､ 9日の2日間において,児童生徒がスポ-ツ･レクリ工-シヨン等を通して相互交流を深め

情報交換や子供同士のふれあいを目的iこ､それぞれ小学生交流事業･中学生交流事業が開催されました｡

小学生交流事業　8月8日(水)農業者トレ〇二ングセンタ-

レクノエ-シヨン(名刺交換大会･絵かきグ-ム･進化ゲ-ム等)やニユ-スポ-ツを4校混合のグル-

プで行いました｡参加した児童(小学6年生)たちは,お互いiこ新しい友達作りや新たな発見･情報交換

中学生交流事業　8月9日(木)白浜少年自然の家

白浜少年自然の家に到着後､はじめの集いでは両校の生徒(中学1年生)代表者があいさつをし､その

後､ -緒に｢冷やしたぬきうどん｣を作り食裏をしました｡

午後からはワオ-クラリーを通じて､両校の交流を深め､新しい友達づくりや情報交換等を行いました｡

漢書
宏戯かわち
I/<_/皮l,卵`//I (lc) lくだ)

冷
や
し

た
め
き
う
ど
ん
づ
く
り
■
▼



醜-R藩
いつまでもおげんきで!

4看漢こ
(写真: 『高齢者スポ-ツまつり』より)

ー敬老福祉大会開催

(写真　昨年の敬老福祉大会よの

広一戯かわち
轍I9仰9ノブ(1o 162J

◆日　　　時◆ 10月14日(日)午前10時開会

◆会　　　場◆　河内町立河内中学校体育館

◆招　待　者◆　了0歳以上で町内Iこ在住の方

(昭和13年3月31日以前Iこ生まれた方)

※招待者I三は後日招待状を送付します｡

◆大会の内容◆ (1)式典

(2)アトラクション
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｣
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す
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◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

曾029了-84-2843 (中央公民徳内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で生涯を
通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡

畔都配車筆写jjjjj jは: i:其拍部jjj学華雪にB旬jj可jj :jjj結jなど:

を提供､お知らせしていきます｡

河内町体弼会事業二十.]一ノン､｣｣回国

平成1 9年度秋季野球大会結果

◆日時◆　9月9日(日)　◆会場◆総合グラウンド

優　勝　ラストオ-タ-ズ

準優勝　MAS-SUN

第三位　レッドモンスタ喜ス.金江津

∴詰二･-
優勝したラストオ-ダ-ズのみなさん

講座(後期)ご案内

①パソコン教室　定員AへH各10名(受講対象者は町内在住又は在勤者の方で
｢文字入力が独力｣で出来る方)

番号　実施日/会場　コ-ス　　時　間　　　コ-ス名　　　主　な　内　容　　　　講　師　　テキスト代

:　言等誤曇嵩:

10月14日(日)

中央公民館

10月20日(i)

中央公民館

10月21日(日)

中央公民館

A　　9　30一-12　30

B　13　30･-16.30

C　　9 :30′-12●30

D　13　30へ16:30

E　　9　30′-12　30

F　13　30′-16●30

G　　9 :30一･12　30

H　13　30-16.30

･パソコンの起動

超初心者向け･キーボ葛ドの使い方　インティオ学院1,050円

パソコン基礎･マウスの使い方

･アプリケ-ションの起動

･表計算ソフトの概要

エクセル初級･デ-タの入力と編集



㊨◎◎⑦田撲壁掛亀
◆日　時◆ 10月了日(日)予備日8日(月)

開会式　午前8時30分

◆会　場◆　総合グラウンド

各年代の参加種目がありますので､

数多くのみなさまのご参加をお待ちしています｡

平成19年〇度生｡海草,習

②頭の体操(速読で脳活性)定員20名(受講対象者は町内在住又は在勤者の方)

番号実施日/会場時間

1 10晋繋民需) " 30へ15 30

2 "吉,t9,:民箸) ".30へ15･30

3 1筈i4,!民篭) 13 30-15 30

4 1誤,f民箸) 13 30へ15 30

5　2吉,t8芸,±(篭i) " 30へ15 30

■

主　な　内　容　　　　　　　　　講　師

目と耳を高速で刺激しへ　脳の情

報処理速度を速めると記憶力､

集中力､イメ-シカ､ひらめき

等が向上します｡

脳刺激で頭の血流が改善すると､

ボケ防止になります｡

健康に関する貴重な情報もたく

さんお伝えします｡

とても簡単で,誰にでもできる

速読も行います｡

すぐに読書スピードが数倍にな

ります｡

つくば能力開発センタ-

所長　鈴木昭平

◆お問い合わせ与i己◆　河内町教育委員会事務局　生涯学習グル-プ　Tl.I 84-2843

/4-戯かわ5
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『醐電鍵擾萄◎掘跳躍g
●平成19年度元気っ子体験村開催! I

今年度の元気っ子体熊村がリバ-キャンプ(了月26-2了日)を皮切りに,エアロキャンプ(8

月2-3日)､わくわくキャンプ(8月23-24日)と開催されました｡参加した子ともたちは､違

う学校の児童とも仲良く交流し､とてもいきいきした表情で楽しんでいました｡

ここでは､参加した子ともたちの様子を紹介します｡

わくわくキャンプ8月23日-24日

1日日:成田高　庇田国際空港

2日昌:取手市　NPO小貝川プロジェクト21

･成田空港探検

･ブーメランつくり

･乗馬体験･牧場体験

･小貝川での漂流体験､川遊び

ミ｢　　　　　~下さ

▲夜は,ユ-スクラブ主催のゲ-ム大会で盛

り上がりました｡

/i;鰍かわ5
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エアロキャンプ8月2日-3日

千葉県芝山町:航空科学博物館にて

･航空セミナ- (搭乗体験) ･機内食ディナー

･夜の空港見学･館内自由見学･朝の1番機見学

･模型製作教室･エンジン運転体験

▲空港についていろいろなことを教えても
らいました｡

リバーキャンプ7月26日-27日

収幸市: NPO小貝川プロジェクト21にて

･水辺安全教室･川遊び

･小貝川でのボ-ト･川遊び

･乗馬体験･牧場体験

へこ一事-ニし二三三三

:　喜　　一≡=

- - - -一-､    -

▲水面に浮かんで,ハイIピ-スI

漢音

▲みんなボ-トで川下りi

友好かわ5
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日本の｢農林水産物の輸出及び輸入｣状況

日本は世界最大の農林水産物輸入国

2006年の輸出入の額
輸出･･･白･･･3,739億円

輸入････7兆4,195億円

①国内の自給率直上はもとより,海外の二-ズにこたえるためにも,日本の農林水産業はさらなる変革が求め

られる時期にきています｡

②日本食ブ-ムやアジア諸国の経済面での急成長を背景に､国産農林水産物の輸出が増え､特に中国への輸出

が目立っています｡
/3J輸出は. 2002年から2006年までに約1. 000億円伸びました.

∈)日本の輸出の2013年目標額は､ 1兆円としています｡



0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10

(億円)

題

国及び地域別輸出額割合2002年･ 2006年

ガポ-ル

の　他寓言
2002年　□2006年　　　　　　　(%)

農林水産物の｢関東地域｣輸出物状況

都県別　　　　取扱い主体　　　　　　　　輸出品　　　　　　　　輸出先　　　　　　　　備　　考

栃木　　　　　　　県

群馬　　　　　　桐生市

茨城　　　　　常磐海域

埼玉

イチゴ､ナシ,ブドウへ　　　香港､台藷,タイ

県　　　　　　　　　　ネギ,ヤマイモ

川口市,さいたま市､深谷市　　　　　盆栽,植木

県　　　　　　　　　　　　野菜

千葉　　　　　　銚子市　　　　　　　　　　　サバ

銚子市　　　　　　　カツオ.ビンナガマグロ

東京　　J A束京島しょ八島支店
謹賀用植物､

フ工ニック･口へレ二-の鉢物

神奈川　　　　　　県　　　　　　　　　　温州ミカン

シンガポ-ル

台湾　　　　　加工品

中国､東南アジア

シンガポ-ル､マレ-シフ

EU諸国

香港､シンガポール

中国､アフリカ　　　加工原料用として

タイ

i-ロツパ

カナダ

｢米の輸出｣県別状況

輸出先

オランダで国内価格の5へ1嶋で

販売されていることを知って開始

クリスマスのテコレ-シ]ン用に人気

備　　考

台蒼へ　タイ､香港

台淳　　　　　　　ひとめぼれ

中国

中国､台湾

香港.台湾　　　　　コシヒカリ

合否　　　　　　　ヒノヒカリ米　環境こだわり米

台淳　　　　　　　へルシ-元気米　安全､美味しさが人気

｢中国に輸出している｣都道府県

北海道･鳥取･青森･高知,宮城･宮崎･新潟,佐賀･茨城･長崎･千葉･鹿児島･三重･沖縄

※新聞等の資料から掲載いたしました｡参考になれば幸いです｡

※全国都道府県別の農林水産物輸出状況は.役場及び経済課窓口に用意し±したのでご利用下さい｡

※なお､ 2005年の耕地面積割合は.茨城県が29. 1%で全国1位です｡ ±た､河内町の耕地面積割合は64. 1%で

す｡気温も温暖で農作物の栽培にも適している地域です｡河内田丁のみなさま頑張って下さい｡

広戯かわち
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町民の快適な健康づくりの推進を目指して

僅塵センター燈より
ー子宮がん･乳がん集団検診のあ知らせ-

近年､子宮がんは低年齢化､乳がんは増加傾向iこあります｡ご自身のために検診を受け､健康管理

にお役立てください｡

10月29日(月)　　　　つ　つ　み　会　館　　　午後12時-1時

10月30日(火)　　　　　保健　セ　ン　タ　-

対象者　　　　　　　2 5歳以上の女性

検診方法
検診車(こよる細胞診

(定員120名)

料　　金　　　　　　　　1,000円

※子宮がん検診のあの方は､
午後1時-1時15分

3 0歳以上の女性

30-56歳(定員150名)
-ト乳房エコ-

5 7歳以上(定員100名)
-,マンモグラフイ- (2年に1回)

1,000円

○申し込み方法:保健センタ-まで電話または､直接窓口でお申し込みください｡

(受付は9月25日(火)から開始します｡定員になり次第締め切りとなります｡)

-65歳以上の方のインフルエンザ予防接種公費負担制度-

65歳以上の方でインフルエンザ予防接種を受けることを希望される方｢こ､ -部公費iこよる助成があります｡

上直接接種できる医療機関

竹尾医院(河内町金江津)､いしかわクリニック(龍ヶ崎市)､すすきクリニック(稲敷而)､秋

山医院(龍ヶ崎而)､角崎クリニック(稲敷布)には予診票がおいてありますので､直接病院iこ行っ

て受iナてください｡

2.その他の医療機関

河内町で発行する書類が必要です｡書類は保健センタ〇､役場､つつみ会館､福祉センタ-の窓

口で発行します｡千葉県の-部の医療機関でも助成による接種ができます｡詳細は各窓口iこお問い

合わせください｡

☆予診票は記入してから医療機関にお持ちください｡

3.対象者: ★65歳の誕生日以後の希望者

★60歳以上65歳未満の方で､心臓病や腎臓､呼吸器に重い病気のある方で接踵を希望する万｡

4.実施期間:平成19年10月20日一平成19年12月26日まで　　　※書類は10月11日から発行します｡

5.助成金額: 2000円(差額は個人負担となります｡助成は1回のみです｡)

6.接種方法:医療機関に連絡して予約を取り､体調の良いときに受けてください｡

/i;灘かわz5
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茨城県認知症を知る日間 
9月は茨城県認知症を知る月間です 

お問合せはい茨城県長寿福祉課丁乱029-301-3326 

役場町民課高齢福祉係皿84-2111 

河内町地域包括支援センター皿60-4071 
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2

9

了

-

6

2

-

2

-

6

2

そ
の
他
､
日
頃
か
ら
受
診
さ
れ

て
い
る
主
治
医
(
か
か
り
つ
け
医
)

は
､
患
者
さ
ん
本
人
や
家
族
の
普

段
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
､
気
軽
に
相
談
で
き
る
存

在
で
す
｡
ま
た
､
専
門
医
な
ど
も

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
の
で
､
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
｡

こ
れ
を
機
会
に
み
な
さ
ん
も
認

知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
｡



ひばり<ん防犯メール

｢ひばり<ん防犯メ-ル｣は､各種防犯情報等を希望者のパソコン､携帯電話に
メ-ルで配信するサ-ビスです｡

◆登録資格◆　どなたでも登録できます｡

◆配信情報◆

犯罪発生晴報と防犯対策情報
･空き巣･自動車盗･車上ねらい･ひったくりなどの発生と､

その事件発生の分析に基づいた防犯情報

お知らせ情報等
･県警からの地域の安全に関する情報とお願い

◆受信する地域の選択◆

登録時に情報が欲しい地域(市町村)が1カ所のみ選択が可能です｡

(選択した地域以外の情報を送信する場合があります｡)

◆登録方法◆

下記の登録用メ-ルアドレスあてに空メ-ル(件名､内容が空のメ-ル)を送信してください｡

折り返し登録案内のメ-ルが返信されますので､案内Iこ従い登録してください｡

add@maii｢ police p｢ef.iba｢aki.｣p

パ-コ-ドリ-ダ-機能付きの携帯電話の場合､下の登録用｢ORコ-ド｣を読み取れば､より簡単iこ

アクセスできます｡

◆削除方法◆

登録を削除する場合は,下記の削除用メ-ルアドレスあてIこ空メ-ルを送信してください｡折り返し削

除案内のメ-ルが返信されますので､案内に従い削除登録を完了してください｡

｢emove@maiil.police.p｢ef.iba｢aki.｣P

バ-コ-ドノ-ダ-機能付きの携帯電話の場合､下の削除用｢ORコ-ド｣を利用してください｡

◆利用上の注意◆

携帯電話の場合､パソコンからのメ-ルを受信拒否設定している場合はご利用できません｡

利用者の接続環境･利用環境により､メ-ルの受信が遅延する場合があります｡

メ-ルアドレスの変更等により配信できないメ-ルアドレスは､自動的に削除されます｡再度配信を希

望する万は､新しいメ-ルアドレスで登録してください｡

登録は無料ですが､通信料は利用者の負担となります｡

配信する情報は,茨城県嘗寮が必要と判断したものに限りますので､すべての情報を配信するものでは

ありません｡

お問い合わせ先

茨城県警察本部生活安全総務課

T乱O29-30 1-0 1 1 0

榊〃誓続_Z n



水質浄化について考えてみよう!
-霞ヶ浦湖上実践セミナ葛開催へ

｢霞ケ浦｣の現状と水質浄化についてみんなで考

えながら家庭や地域で出来る浄化活動の実践を促

進するために､平成9年度から開催されている｢霞

ケ浦湖上実践セミナ- (霞ケ浦問題協議会主催)｣｡

今年は､ 8月10日に開催され､町内小学校の児

童25名が参加し.土浦猶から出航している｢ホワ

イトアイリス号｣に乗船し､霞ケ浦の現況や水質

について説明を受けたあと､霞ケ浦に住むプラン

クトンを調べたり透明度やCOD (科学的酸素要

求量)などの水質調査を行いました｡

霞ヶ浦の水質浄化については､霞ケ浦流域に暮

らす私たち-人ひとりが何ができるかを考えるこ

とが大切です｡

臆

住んでいる町をきれいに!
へ河内町清掃大作戦へ

8月5日､町内各地区で｢河内町清掃大作戦｣

が実施されました｡

当日は､各地区で早朝から多くの方が参加し､

町内のゴミ拾いを行いました｡

今回の清掃で,可燃ゴミ700キロ,不燃ゴミ3ト

ン､粗大ごみ400キロのゴミが集められました｡特

に､今回は､草木の伸びた中に隠れるように捨て

られているゴミがたくさんありました｡

参加者のみなさん,ご協力ありがとうございま

した｡これからも｢太陽と水と緑の美しい町づく

り｣実現のため､皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします｡

広一磁かわ5
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今
年
､
瀬
尾
昭
重
さ
ん
(
広
田
)

所
有
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
､
一

本
の
枝
か
ら
た
く
さ
ん
の
実
を
つ

け
た
ぶ
ど
う
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
｡

瀬
尾
さ
ん
は
､
一
昨
年
に
近
所

の
方
か
ら
苗
木
を
も
ら
い
､
ぶ
ど

う
を
育
て
て
き
ま
し
た
｡
2
回
目

の
収
穫
と
な
っ
た
今
年
､
写
真
の

よ
う
な
ぶ
ど
う
を
収
穫
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
｡
こ
れ
ほ
ど
実

を
つ
け
た
ぶ
ど
う
を
見
た
の
は
珍

し
く
､
近
所
の
人
や
噂
を
聞
き
つ

け
た
人
が
､
ぶ
ど
う
の
実
の
写
真

を
掘
り
に
き
た
り
と
多
く
の
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
す
｡

〒
替
⑨
綾
融
昂
も

覆
≪
悪
魔
の
襲
鰍
｡
=
｡



◇豊田新利根土地改良　2期◇

徴収日は10月1日です

蕾蓮◎ Q_CP萬㈲
(敬称略)

中金江津子ども会
9. 155円

上金江津区盆踊り大会収益金

【内訳:金魚すくい･ヨ-
ヨ-すくい】

1 1, 850円

河内町農村生活改善グル-プ

連絡協議会
(いきいき祭売上げより)

1 1, 642円

DECカラオケ好友会
15, 000円

社会福祉協議会ヘ音

皆様からお預かりした寄付金
等は.趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡ありが

とうございました｡

屋_砂かわ5

生
活

建
築
物
を
建
築
さ
れ
る
方

へ
重
要
な
お
知
ら
せ

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
に
は
､
完
了
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
｡
こ
の
検
査
は
､
建
築
物

の
強
度
等
の
基
本
的
な
性
能
が
建

築
基
準
法
に
よ
る
関
係
規
定
に
適

合
し
て
い
る
か
を
､
法
廷
の
機
関

が
現
地
に
お
い
て
検
査
す
る
も
の

で
す
｡検

査
を
受
け
る
た
め
に
は
､
工

事
完
了
時
に
､
｢
完
了
検
査
申
請

書
｣
　
を
　
｢
県
南
総
合
事
務
所
建
築

指
導
課
｣
　
又
は
　
｢
指
定
確
認
検
査

機
関
｣
　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､
検
査
後
に
発
行
さ
れ
る

｢
検
査
済
証
｣
　
は
､
建
築
物
の
安

全
性
等
が
確
認
さ
れ
た
適
合
建
築

物
の
証
し
で
あ
り
､
建
築
物
の
売

買
や
融
資
を
受
け
る
際
に
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
｡

な
お
､
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
､
県
南
地
方
総
合
事
務
所
建
築

指
導
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

問
い
合
せ
先

県
南
地
方
総
合
事
務
所
建
築
指
導
課

皿

o

2

9

-

8

2

2

-

8

5

1

9

年
金
無
料
電
話
相
談

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
､
社
会
保
険
労
務
士
が
　
｢
年
金

に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
｡
｣
　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
｡
プ
ラ
イ
バ
シ
-
は
厳
守
し

ま
す
｡

平
成
-
 
9
年
-
 
o
月
4
日
､
-
 
8
日
､

2
5
日
　
(
そ
れ
ぞ
れ
木
曜
日
)

午
前
1
 
0
時
-
午
後
3
時
ま
で

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

8

-

2

6

5

0

主
催

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

水
戸
市
本
町
3
-
2
0
-
8

本
町
壱
番
館
ビ
ル

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

6

-

3

2

9

6

｢
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
｣

(
法
テ
ラ
ス
)

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

解
決
に
役
立
つ
法
制
度
や
最
適

な
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
-

皿

o

5

7

0

-

0

7

8

3

7

4

p
H
s
･
-
P
電
話
か
ら
は

皿

o

3

-

6

7

4

5

-

5

6

0

0

問
い
合
わ
せ
先

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
-
茨
城
地

方
事
務
所
　
(
法
テ
ラ
ス
茨
城
)

水
戸
市
大
町
3
-
4
-
3
6

0

5

0

　

-

　

3

3

8

3

-

　

5

3

9

0

行
政
書
士
無
料
相
談

日
時

(
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
)
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続
､
戸
籍
の
届
出
方
法
､
成
年
後

見
制
度
､
サ
ラ
金
の
取
立
て
問
題
､

夫
婦
･
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
､

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
､
セ
ク
ハ
ラ
､

子
ど
も
の
い
じ
め
､
D
V
問
題
な

ど
¥
問
い
合
せ
先

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

皿

o

2

9

-

2

2

7

-

9

9

1

-

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

｢
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
｣

電
話
を
通
し
て
人
々
の
悩
み
を

聴
き
､
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
く

活
動
を
行
っ
て
い
る
　
｢
日
本
い
の

ち
の
電
話
連
盟
｣
　
で
は
､
国
際
自

殺
予
防
デ
-
で
あ
る
9
月
_
 
0
日
か

ら
､
毎
月
_
 
0
日
に
電
話
料
金
無
料

の
フ
リ
-
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
ま

す
｡フ

リ
-
ダ
イ
ヤ
ル

0

1

2

0

-

　

7

3

8

-

　

5

5

6

一
人
で
悩
ま
ず
､
一
度
お
電
話
く

だ
さ
い
｡

◇
フ
リ
-
ダ
イ
ヤ
ル
以
外
の
通
常

の
　
｢
茨
城
い
の
ち
の
電
話
｣
　
は
次

の
と
お
り
で
す
｡

つ
く
ば

Ⅲ

o

2

9

-

8

5

5

-

1

0

0

0

(
2
4
時
間
)

水
戸

皿

o

2

9

-

2

5

5

-

1

0

0

0

(
午
後
1
時
-
8
時
)

◎
3
6
5
日
お
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

◎
名
前
は
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
｡

◎
相
談
内
容
の
秘
密
は
､
必
ず
守

り
ま
す
｡

◎
お
互
い
の
宗
教
や
主
張
は
尊
重

し
ま
す
｡

◎
相
談
は
無
料
で
す
｡

◎
金
銭
的
な
援
助
は
で
き
ま
せ
ん
｡

◎
電
話
相
談
に
あ
た
る
の
は
､
定
め

ら
れ
た
養
成
課
程
を
終
了
し
電
話
相

談
員
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
｡

(
フ
リ
-
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
期
間
)

平
成
-
 
9
年
年
9
月
-
 
0
日
-

平
成
2
0
年
3
月
ま
で
の
毎
月
_
0
日
午

前
8
暗
く
翌
日
の
午
前
8
時

¥
問
い
合
せ
先

日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟

皿

o

3

-

3

2

6

3

-

5

8

7

5

ホ
-
ム
ペ
-
ジ
ア
ド
レ
ス

h
二
D
‥
¥
¥
二
つ
d
-
I
.
j
p
¥

募
集

知
事
と
語
ろ
う
｢
明
日
の

茨
城
｣
　
参
加
者
募
集

県
政
に
つ
い
て
橋
本
知
事
と
意

見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
｡
聞
く

だ
け
で
も
最
新
の
県
政
の
動
き
が

わ
か
り
ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
｡

目
時

平
成
_
 
9
年
_
 
o
月
白
日
　
(
木
)

午
後
2
時
-
4
時

対
象

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
2
0
歳
以
上
の
方

場
所

取
手
グ
リ
-
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
-

2
階
研
修
室

(
取
手
市
大
宇
野
々
井
1
2
9
9
)

申
込
み
方
法

F
A
X
､
メ
-
ル
､
ま
た
は
は
が

き
に
よ
り
参
加
希
望
者
の
ご
氏
名
､

ご
住
所
､
年
齢
､
ご
職
業
お
よ
び

連
絡
先
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
､

申
込
み
く
だ
さ
い
｡

申
込
締
切

平
成
_
 
9
年
9
月
2
7
日
(
木
)

申
込
み
及
び
問
合
せ
先

茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所

県
民
生
活
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

2

-

7

0

2

6

F

O

2

9

-

8

2

2

-

7

0

5

0

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

書
コ
S
e
k
e
冒
i
暮
雪
e
二
b
a
｢
a
k
二
g
｣
p

水
道
普
及
及
び
水
質
浄
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
標
語
募
集

水
道
普
及
及
び
水
質
浄
化
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

H
｣
同
u

た
く
た
め
､
｢
水
道
普
及
や
水
質

浄
化
を
イ
メ
-
ジ
し
た
標
語
｣
　
を

募
集
し
ま
す
｡

㌧
応
募
内
容
等

◎
募
集
内
容
　
｢
水
道
普
及
や
水

質
浄
化
を
イ
メ
-
ジ
し
た
標
語
｣

(
概
ね
2
0
字
以
内
で
日
本
語
標
記
)

◎
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募

可
能
で
す
｡

◎
応
募
期
限

平
成
1
 
9
年
1
0
月
3
 
-
日
(
水
)

◎
応
募
方
法
　
応
募
作
品
の
ほ
か
､

次
の
事
項
を
明
記
し
､
官
製
は
が

き
､
電
子
メ
-
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
｡

(
明
記
事
項
)
　
住
所
､
氏
名
､
年

齢
(
_
 
o
/
3
 
-
現
在
)
､
職
業
､
電
話

番
号
(
小
･
中
学
生
の
場
合
は
､

学
校
名
と
学
年
を
明
記
)
　
お
一

人
様
何
点
で
も
応
募
は
可
能
で
す

が
､
未
発
表
の
自
作
の
も
の
に
限

り
ま
す
｡

/
)
審
査

標
語
審
査
会
で
審
査
し
､
入
賞
作

品
を
決
定
し
ま
す
｡

◎
入
賞
作
品
　
最
優
秀
賞
　
-
点

優
秀
賞
　
　
2
点

発
表

入
賞
者
に
は
直
接
通
知
す
る
と
と

も
に
､
ホ
-
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

/
¥
表
彰

茨
城
県
企
業
局
に
お
い
て
､
表
彰

式
を
行
い
､
賞
状
及
び
副
賞
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
｡

¥
そ
の
他

･
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
｡

･
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
､
茨
城

県
企
業
局
に
帰
属
し
ま
す
｡

･
募
集
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
､
作
品
の
整
理

･
入
賞
者
へ
の
通
知
以
外
の
目
的

で
は
使
用
し
ま
せ
ん
｡

応
募
･
問
合
せ
先

〒

3

-

0

-

8

5

5

5

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
-
6

茨
城
県
企
業
局
総
務
課
企
画
経
営

室
　
(
茨
城
県
企
業
局
創
立
4
0
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
)

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

1

-

4

9

3

3

順

o

2

9

-

3

0

1

-

4

9

2

9

E
メ
-
ル

k
i
k
①
i
曾
｢
e
｢
∴
b
雪
a
k
i
二
g
.
j
p

Ⅲ
h
三
ロ
‥
¥
¥
妻
.
p
｢
e
｢
i
b
雪
a
k
i
.

【
開
∴
p
¥
す
u
k
y
e
k
u
¥
k
i
鴫
y
e
u
¥

り
ん
り
ん
ウ
オ
ー
ク
2
0
0
7

い
ば
ら
き
参
加
者
募
集

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
-
ド
　
(
旧

筑
波
鉄
道
)
　
を
歩
く
ウ
オ
-
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
｡
筑

波
山
や
そ
の
周
辺
の
秋
の
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
｡
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平
成
1
 
9
年
_
o
月
2
7
日
　
(
土
)

※
雨
天
決
行
｡
荒
天
の
場
合
は
中

止
｡

上
す
旧
刊

_
 
o
k
m
､
2
0
k
m
参
加
者
は
､
午

前
9
時
集
合
｡

4
0
k
m
参
加
者
は
､
午
前
7
時
3
0

分
集
合
｡

応
募
資
格

制
限
な
し
　
(
た
だ
し
､
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
｡
昼
食
･
飲
み

物
は
各
自
持
参
)

集
合
場
所

土
浦
市
亀
城
公
園

参
加
費

5
0
0
円
　
(
小
学
生
以
下
無
料
)

申
込
み
方
法

コ
-
ス
名
､
住
所
､
氏
名
､
年
齢
､

電
話
番
号
を
明
記
し
､
は
が
き
､

F
A
X
､
メ
-
ル
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
｡

申
込
締
切

平
成
_
 
9
年
1
0
月
1
 
9
日
　
(
金
)

申
込
み
及
び
問
合
せ
先

〒

3

-

0

-

8

5

5

5

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
-
6

り
ん
り
ん
ウ
ォ
-
ク
2
0
0
7
実

行
委
員
会
事
務
局
　
(
茨
城
県
地
域

計
画
課
内
)

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

-

2

7

3

5

出

O

2

9

-

3

0

1

-

2

7

3

9

メ
-
ル
ア
ド
レ
ス

c
h
i
k
♀
怠
ウ
r
三
二
b
雪
a
k
i
∴
o
〇
.
j
p

平
成
2
0
年
度
茨
城
県
立
土
浦

産
業
技
術
専
門
学
院
生
募
集

募
集
訓
紙
料
･
定
員

及
び
訓
練
期
間

機
械
技
術
科
･
自
動
車
整
備
課
･

情
報
技
術
科
･
コ
ン
ビ
ユ
-
タ
制

御
科
　
各
科
2
0
名
(
推
薦
入
試
を

含
む
‥
2
年

応
募
資
格

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
者
(
卒
業
見
込
を
含
む
)

若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

受
付
期
間

_
 
o
月
2
9
日
(
月
)-

‖
月
9
日
(
金
)

試
験
日

‖
月
_
 
6
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学

院Ⅲ

o

2

9

-

8

4

-

-

3

5

5

-

青
年
海
外
協
力
隊
･
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
生
か

し
て
､
開
発
途
上
国
の
人
々
と
と

も
に
生
活
し
､
協
力
活
動
を
展
開

し
て
い
く
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
｡
気
に
な
っ

た
ら
､
ま
ず
は
体
験
談
&
説
明
会

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
｡

日
程

つ
く
ば
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
-
　
(
つ
く
ば
市
吾
妻
1
-
1
 
O
-

l
　
(
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
)
)

9
月
3
0
日
(
日
)
･
量
0
月
_
 
4
日
(
日
)

共
に
午
後
零
時
3
0
分
-
午
後
4
時

取
手
福
祉
会
館
　
(
取
手
市
東
-
-

1
-
5
)

1
 
0
月
5
日
(
金
)

午
後
6
時
3
0
分
-
9
時

※
申
込
み
不
要
･
参
加
無
料

応
募
資
格

青
年
海
外
協
力
隊
三

滴
2
0
-
3
9
歳
　
(
平
成
1
 
9
年
月
月
9

日
現
在
)

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三

溝
4
0
-
約
歳
　
(
平
成
1
 
9
年
月
月
9

目
現
在
)

応
募
方
法

所
定
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
､
l
-
c
A
青
年
海
外
協
力
隊

事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
｡

顧
苫
&
問
合
せ
先

J
-
C
A
筑
波

つ
く
ば
市
高
野
台
3
-
6

Ⅲ

o

2

9

-

8

3

8

-

1

1

1

-

㈹

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
5
時
3
0
分

(
土
日
祝
日
除
く
)

±
h
=
p
:
/
/
妻
m
/
.
j
i
c
a
.
g
o
.
j
p
/

ご
案
内

障
害
者
就
職
面
接
会

障
害
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
､
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
-
ク

(
公
共
職
業
安
定
所
)
･
厚
生
労

働
省
茨
城
労
働
局
･
茨
城
県
が
連

携
し
､
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
｡

当
日
は
､
求
人
す
る
事
業
所
が

出
席
し
採
用
専
攻
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
､
事
前
に

最
寄
り
の
ハ
ロ
-
ワ
-
ク
へ
申
込

み
の
上
､
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

目
時
　
(
土
浦
会
場
)

平
成
1
 
9
年
1
0
月
4
日
(
木
)

午
後
-
時
-
3
時
o
O
分

(
受
付
開
始
　
_
 
2
時
3
0
分
-
)

場
所

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

土
浦
市
城
北
町
2
-
2
4

主
催

茨
城
労
働
局
　
ハ
ロ
-
ワ
-
ク
土

浦

　

ハ

ロ

-

ワ

-

ク

龍

ヶ

崎

　

ハ

ロ

-

ワ

-

ク

石

岡

　

茨

城

県

申
込
み
及
び
問
合
せ
先

ハ
ロ
-
ワ
-
ク
龍
ヶ
崎

龍
ヶ
崎
市
若
葉
町
1
2
2
9
-
1

m
o
o
-
2
7
2
7

冊
6
5
-
3
0
6
0

就
職
に
関
す
る
出
張
相
談

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
-

で
は
､
求
人
･
求
職
の
出
張
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
｡

【日時】

9
月
2
6
日
(
水
)

(
1
 
0
月
以
降
は
毎
月
第
3
水
曜
日
)

午
前
1
 
0
時
か
ら
午
後
3
時

(
お
昼
休
み
を
除
く
)

【場所】

茨
城
県
稲
敷
合
同
庁
舎

(
2
階
第
-
会
議
室
)

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
5
4
-

【
相
談
の
内
容
】

一
般
的
な
就
職
相
談
･
職
業
紹
介
･

内
職
相
談
･
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
･
職
業
適
性
診
断

【
お
問
い
合
せ
】

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
-

県
南
地
区
セ
ン
タ
-

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

5

-

3

4

1

0

※
で
き
る
だ
け
事
前
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

平
成
｢
 
9
年
度
技
能
検
定

(
後
期
)

受
付
期
間

_
 
o
月
土
日
(
月
)
　
-
_
 
2
日
(
金
)



ー国保老人保健係よりお知らせ-

平成19年10月1日以降に75歳の誕生日を迎える方(-定の障害を有する65歳以上の方で,既に

老人保険に加入している方を除く)は,誕生月の翌月1日より､老人保健医療へ切り替えになります｡

該当する方には　役場より通知をしますので､手続きをお願いいたします｡

◆問合せ先◆　役場町民課国保老人保健係
TEし　84-2111(内線171 ･ 172)

庖域佳蔦のみなさんへ

う｡きし刷鵬程苓祥車掌難字な="l,ましょう!
地域住民のみなさんへ児童委員※ (主任児童委員)からお願いします｡

しこうg-や<墓い　　　　　=も

子ともたちを児童虐待から守りましょう｡
おあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　しどうでt,<�ﾅﾈ����������������す　　　　　　t|いち.|う　　はったつ　　aまZ=　　　　　　　　いうしろ　　　l=あい　　Cめと　　いのら

多くの子ともたちが児童虐待によって傷つき,成長･発達が妨げられ､著しい場合は尊い命さ
i _I

え奪われています｡
ピt)<ない　　　　　　　　　　　しゆうたい　　Uんr}んしんtlい

虐待はきわめて重大な人権侵害です｡
ちtl     gや<ごい3             d〕も

あなたの近くに虐待を受iナていると思われる子ともはいませんか｡
辱にJ¥んg                       aさ|¥            n主し

｢おかしい｣ ｢何か変だ｣と気づかれたら､どんな些細なことでも私たちiこお知らせください｡
7ブ�ｨ.sﾘ.�

プライバシ-は必ず守ります｡
わたし　　　　　Uどういいん　　　O r)うまち　　|,こうぞうきんしよ　　　　　　�-ﾈ,(.�-ﾈ*ﾘ������������+X,h*H,x.#ﾈ,�*(����C､ﾅﾘ,(����ﾘ*&B�*H����C8+�,�

私たち児童委員は河内町､児童相談所などに協力して､児童虐待の予防や対応を行っています｡
I;よつさc|うc[ラす^んb       a

子ともたちのS 0 S (状況や様子の変化)に気づいてください｡
しこうぎゃ< tい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5いま　　　わ隻7JjE adlウリc|<　　　　ねZ/

児童虐待をなくすためiこ､地域の方々のご協力をお願いします｡

※児童墓室は､貰皇室賞です｡　　　　　　　　　　競茹叢生萎賞児童萎賃露絵

題
宏撒かわ5
平/坊19年9ノ1 (la｣62)

対
象
職
種

建
築
大
工
･
配
管
･
機
会
保
全
･

機
械
製
図
c
A
D
　
他

受
検
手
数
料

実

技

‥

-

5

･

7

0

0

円

学

科

こ

3

･

-

0

0

円

◎
受
検
申
請
手
続
き
･
受
験
資
格
･

試
験
の
免
除
等
詳
し
く
は
､

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

水
戸
市
水
府
町
8
6
4
-
4
　
茨
城

県
職
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
-
内

皿

o

2

9

-

2

2

1

-

8

6

4

7

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

6

-

4

7

0

5

三
言
‥
¥
¥
妻
∴
b
-
s
y
e
套
y
e
.
c
昌

藤
田
弓
子
講
演
会

関
東
信
越
税
理
士
会
竜
ヶ
崎
支

部
及
び
土
浦
支
部
で
は
､
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
｡

日
時

平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
4
日
　
(
木
)

午
後
1
時
開
演
　
(
午
後
零
時
3
0
分

開
場
)場

所

龍
ヶ
崎
市
文
化
会
館
大
ホ
-
ル

詣
高
甲

藤
田
　
弓
子
氏
　
(
女
優
)

テ

-

マ

｢
い
く
つ
に
な
っ
て
も
旬
｣

問
い
合
せ
先

税
理
士
会
竜
ヶ
崎
支
部

皿

o

2

9

-

8

7

8

-

2

2

0

5

演
劇
に
よ
る
青
少
年
と
大
人

の
交
流
事
業
｢
演
劇
講
演
｣

県
南
地
域
の
高
校
3
校
と
大
人

の
2
劇
団
が
同
じ
舞
台
に
立
ち
､

皆
さ
ま
に
　
｢
5
つ
の
物
語
｣
　
を
お

届
け
し
ま
す
｡

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
｡
(
入
場
無
料
)

日
時

平
成
1
 
9
年
年
_
 
o
月
1
4
日
(
日
)

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
5
時

場
所

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
-
ル

出
演
順

･
江
戸
川
学
園
取
手
高
等
学
校

･
劇
団
　
｢
ス
ペ
-
ス
グ
ロ
ラ
｣

･
竹
園
高
等
学
校

･
劇
団
｢
宙
　
(
そ
ら
)
　
の
会
｣

･
霞
ケ
浦
高
等
学
校

問
合
せ
先

県
南
地
方
総
合
事
務
所

県
民
生
活
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

2

-

7

0

2

6

帥

o

2

9

-

8

2

2

-

7

0

5

0



定　例　肥　談

心配ごと相談

日　　時10月1日伯)午前10時一正午

10月15目脂)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談

日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5持

場　　所　教育委員会事務局
問合せ先　曾84-3322

圃84-4730

成田空港に関する相談

日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-50 I 7

交通事故相談

日　　時　月一金曜日

午前9時一正午午後l時へ4時30分
弁護士相談　水曜日

午後l時へ4時(要予約)

場　　所　土浦合同庁舎　本庁舎3F
問合せ先　県南地方交通事故相談所

曾029-823-1 123

交通事故発生状況
町内の交通事故8月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　6件(十2) (36)

死者数　　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　　　7人(-1) (53)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　5人

おくやみ　　14人

転　　入　　　21人

振　　出　　18人

人口･世帯
平成19年9月1日現在

人　口　11,03了人　(-6)

男　　　5,44了人　(-5)

女　　　5,590人　(-1)

世帯数　　3,413世帯(-2)

役　　　　場郎4-2111教育委員会学較教育G創4-3322

都　市上下水道GqP84-2361事務局生涯鞘G認諾;3
整備課建設蹴G創4-2921福祉センター馴4-3699

つ　つ　み　会　館曾86-3了40保健　セ　ン　タ　-曾84-4486

地軸括支援センタ- a60-4071防(警蓑雷) E) qp84-2212

社会福祉協議会合84置2830シルパ-人材センタ-曾84-5455

江戸崎地区

7日

龍ヶ崎地区

内　科　　　　　外　科

竹尾医院　　　　はたの内科松葉クリニック　いがらしクリニック

曾0297-86-2436　865-7282　　　　862-0936

さくらクI)ニツク野村医院
8日詰59譜_0262 a65_,2,1　qP62_656,

14日
官本病院　　　　山村医院　　　いしかわクi)ニック

曾029-979-21 1 4　曾66-0555　　　　宙62-0378

2〇日盤f899!J_吉富三は諾紫｡　霊72_E諜

28日蕊9(_E)92EE_%32 g6謹詩学:I)ニック秋本脚経外科
1ふ64-331 1

タ休日当番医は変更することがあIJ *す.

診療を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

県救急医療情報システム･ 24時間お医者さんを探すことができます.

救急医寮情報コントロールセンタ-　曾029-241-41 99

救急医廉情報システム
ホームへ-ジ　ht巾//…qqp｢ef｣barakし具)/

携帯サイト　ht巾//qq p｢efiba｢akl jP/kt/

資　源　回　収　目　口　燃えないごみ収集日

A地区　9 ･23　C地区　2･16･30　A地区　　　　C地区

闇

B地区　4･18　D地区11･25　B地区　　　　D地区

伽

燃えるごみ収集日II H大ごみの予約収集日
i

全地区　毎週月･水･金曜日　　10月中の予約-11月3日

卿老㌢盤舅E


